














第10報 シ タカ- ク ラフ ト /ヾVブ工場 の濃縮黒液面 に
分離する物質の成分 (続)
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出 (前報ではエチレンク.､ロリド) して抽出物98gを得た｡これを 700cc の-キサンに溶かし
冷所に放置すると6gの未再結 ri.p.1280.の粗大テロールが結晶した｡これを分かち滑液よ
り-キサンを乾固し多量のアセトンに溶かし冷所に放置するとさらに12gの粗ステロールが結
















(Ⅰ)は 4mm 約 2600でほとんど溜出し,溜出物は 〃♪201.4962,微黄色を帯び再溜しても除
けない｡C87.58%,H-12.21% (C30H50 :I87.72%,12.27%).ベンゼン溶液氷点降下によるM
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Fig.1.SqualeneC30H50.(liquid)












m･p･107-80の 2isomersに分別され るはずである｡ 上記の hydrochloride1gづつをア










すなわち squalenp類似物質の方は低融点の成分が著 しく多い｡また squalene と考えられ
る物の万も高融点成分の m.p.が文献 よりやや高いと考えられ検討を要する｡
Br吸収量による squaleneの定量 :上記の市販 squalene(東京化成90%)はJ.Fitelson6)～
の pyridinesulphatebromidereagentによる Br吸収量によれは squalene含量90.5%
となった｡
betulin3-acetate:シラカ/て樹皮 (表皮) より抽出7)した betulinより調製 した betu-
1indiacetate(m.p.12180-90)5.5gをメタノ-ルノ･ヂオキサン (1:1)1000ccにとかし所
要量 (halfsaponifcation)の10倍の KOH を加 え約 100の室温に 12hrs放置した後 -HCl
で中和 し溶媒を溜去 しベンゼンで処理 して不溶物を炉別 した｡ベンゼン不溶物より完全ケン化
物 ･(betuljn) 1.5gを得た｡-ついで炉液を deactivatedalumina lOOgのカラムに流し
た｡ベンゼン溶出物な1し｡ついでベンゼン ･エーテル･(1:1)で溶出して 目的 物 betulin
3-monoacetate.m.p.2600を 1.7g得た｡
Betulin3-acetateの CrO3酸化 :Ruzicka等8)の方法にならったo betulin31aCetate
2.7gを 80ccの氷酢にとかしこれに水 2.7cc+ 氷酢 4ccに 1.62gの Cr03をとかしたもの
を 200で 15minを要 して加えおわりなお 30min放置してから 135ccの10%食塩水に注
下し60ccのエーテルで2回抽出した｡エーテル溶液を食塩水で洗い,ついで2NNaOH20cc
を加え,水---テル界面に集まる Na一塩をエーテルおよび水で洗いついで熱エタノールに
とかし不溶物を炉過 し約 30ccまで濃縮し酢酸で酸性とし少量の水を加えて放置し粗 acetyl
betulinicacidの粉末状結晶 1.4gを得た･｡本物質 0.55gをエーテルにとかしヂアゾメタン
のエーテル溶液を過剰に加え反応後溶媒を溜去 し再び-キサンにとかし不溶物を炉過 した｡ こ
れまで附随 した Cr･の不純物は完全に除去された｡溶媒を溜去しメタノ-ルで処理すれ寝直ち
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Fig.2:MdthylbetulinateacetateC3｡H520｡.(nujol)
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に methylester針状結晶 m.p.19000-.4gが得られた｡これを 20cc のベンゼンにとかL
deactivatedalumina30gのカラムに流し溶出液を溜去しエタノールより結晶 させ小 針 状
m.p.1990-2000の methylbetulinateacetateC3H520｡純品を得た｡これと前報の物質混
融ならびに IR(nujol)比較するに完全に同一であった｡



































sion with surface active agents also appears difhcultasthese substancesare
confinedintheraycells.
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